
 

宮城県ドクターヘリの運航について 
 

１ ドクターヘリの概要について 

（１）ドクターヘリの概要 

 ・ドクターヘリは、医療機器などが装備された救急医療用のヘリコプターで、医師などの医療

スタッフが搭乗するもの。 

 ・消防機関からの出動要請を受け、救急現場付近の臨時離着陸場（ランデブーポイント）へ向

かい、消防機関が搬送してきた傷病者を、ヘリコプターで医療機関へ搬送する。 

・ヘリに搭乗した医療スタッフが早期に治療を始められることから、傷病者の救命率向上や後

遺症軽減などの効果が期待される。 

 

（２）運航方法 

 ・県内全域を運航範囲とし、基地病院である、仙台医療センターと東北大学病院から交代で出

動し、悪天候などで運航を中止する場合を除き、原則として、土曜・日曜を含め、日中の時

間帯、毎日運航する。 

 

（３）運航開始日 

 ・平成２８年１０月２８日（金） 

 

２ 就航式の開催について 

 ・日程：平成２８年１０月２８日（金）午前１１時～１２時 

 ・場所：仙台医療センタードクターヘリ格納庫 

 

３ ランデブーポイント（臨時離着陸場）の確保状況について 

 ・ランデブーポイントは、県内３７９カ所を候補地としており、平成２８年１０月１３日現在、

候補地３７９件中、３４６件承諾を得ている。 

 

４ 実機訓練の実施及び見学会の開催について 

（１）実機訓練の実施 

 ・県内１２消防本部ごとに、各２カ所程度のランデブーポイントを選定し、消防本部から基地

病院への要請方法の確認、基地病院からのフライト、着陸の確認などについて、実機を使用

し、訓練を行うもの。（平成２８年９月５日～１０月２５日〈予定〉） 

 

（２）見学会の開催 

 ・実機訓練に合わせて、公開の見学会を、県内７カ所で開催するもの。 

 ・ドクターヘリの概要説明、実機訓練の見学、ヘリコプター機体の見学などを予定。 

 

５ 広報・周知活動について 

・平成２８年５月上旬から市町村・各消防本部や協力病院（搬送先医療機関）、県医師会等へ説

明会を開催し、広報・周知活動等に関する協力依頼などを行ってきている。 

・今後は、県政だよりや県政ラジオ番組、メールマガジン、新聞広報「県の政策紹介」等の宮

城県独自の広報媒体を活用するほか、各市町村の広報誌、新聞・テレビ等の協力をいただき

ながら、広報・周知活動を推進していく。 
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